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リンゴ」‖7台利用樹の衰弱症状における木質部の内部褐変程度および外部症状
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Browning OF Xylcm and Extcmal Symptom in Weakcning Symptom Of Applc Dwarf Rootstocks JM7
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1 は じめに                    ロコプが無 い場合な ど)で発生が見 られ る樹勢衰弱は

原 因が不明な ものが多い。JM7台 利用樹 の樹勢衰弱の

リンゴわい性台木 JM7は ,挿 し木発根性 が良いな  発 生割 合 は,品種別 に は 'ジ ョナ ゴール ド', `き お

ど優れた特徴 を持つ台木 で,岩手県内では栽培 面積 が  う', `王林 'で 40%前 後 と高 く, `ふ じ', `つが る

増加 している。一方,JM7台利用樹 において,樹勢 の  ',`さ ん さ'は低 い傾 向であつた (表 1)。 接木 コブ
,

衰弱が認め られ,衰弱の著 しい樹 は,枯死す る樹 もあ  内部褐 変 は樹 勢 が衰弱 して い る樹 で多 い傾 向 にあ る

る。衰弱樹には台木に異常な接ぎロコプがあ り,内部  が, `ジ ョナゴール ド', `き お う', `王林 'では樹勢
の年輪には異常が認められ,本質部は褐変 している。  が健全な樹においても接ぎロコブ,内部褐変が認めら

また,原因は凍害,根頭がんЛ重, ウイルスなどが考え  れた (表 1, 2)。 これ らは,将来的に衰弱する可能

られているが,特定されていない。          性があるものと推察 される。

そこで,衰弱程度等の外部症状 と内部褐変の状況を   `ふ じ'以外の品種ではコプの発生程度 と内部褐変

明らかにするとともに,年輪を調査 し異常の発生年を  の程度には相関があ り,コ プの発生程度が大きいと内

特定する。また,樹勢回復対策 として,盛土による方  部褐変程度 も大きい。接ぎロコプの発生程度が大きい

法を検討する。                   場合は,内部褐変の程度は 6以上である (図 2)。

(2)年輪からの異常発生年度の特定

2 試験方法

(1)内 部褐変程度 と外部症状

岩手農研園場内 ユ″,M26,M9台 利用樹の `ふ じ
', `つ がる', `ジ ョナ ゴール ド',`さ ん さ', `き お

デ , `王林 'の各品種について,幼木,若木,成木

を対象に,樹勢 (健 全,やや衰弱,衰弱程度強 :3段
階),接 ぎロコプの発生程度 (発 生無 し,発生程度小 ,

発生程度大 :3段階)は立木状態で,内部褐変程度 (図

1)は間伐樹を解体 して調査 した。

(2)年輪からの異常年度の特定

岩手農研圃場の JM7利用間伐解体樹について, `ふ

じ', `ジ ョナゴール ド', `き お う'の各品種 を供試

し, 日視およびデジタルカメラ画像を利用 し,午輪の

形成年を判断 した。また,年輪の異常が認められた年

度を特定 した。

年輪の形成年は図 3の とお りであつた。また,年輪

の異常は個体によりやや差はあるものの,2000年 か

ら 2001年 に形成 された年輪に多かつた (表 3,図 3)。

このような年輸の異常発生年から,IM7台利用樹にお

ける衰弱症状が,何 らかの外的要因が原因だとした場

合,2000か ら 2001年 の間に起こったものと推察 され

る。

(3)盛 土による発根状況

接ぎロコブの上部まで盛土を実施 した区で発根率 ,

発根程度 ともに高くなつた (表 4)。 発根は接 ぎロコ

プの上部が多 く,接ぎロコプの下側か らの発根は非常

に少なかった。なお,下部盛土区における発根は盛土

が接 ぎ ロコブ上部まで達 した部分か らの ものであつ

た。

4 まとめ

(3)盛 土による発根状況

JM7利用 `ジ ョナゴール ド'(11年生)を供試 し,   JM7台 利用樹における衰弱症状には,若木には少な

接 ロコプの上部まで盛土 した区と下部まで盛土 した区  く,ま た,品種間差があることがわかった。台本部分

を設け,発根状況を調査 した。盛土の処理時期は 9月  の接ぎロコブの程度は内部褐変 と相関があり,解体せ

21日 ,試験規模は 1樹 3～ 4反復 とした。       ずに内部褐変の状況が推測できる。

樹木の本質部は,春から秋にかけての形成層で分裂

3 試験結果及び考察                してできる細胞 とその細胞の肥大で生長する。秋にな

ると細胞分裂は継続 されるが,細胞の肥大は徐々に少

(1)内部褐変程度 と外部症状             なくな り,小 さな細胞の重な りが年輪 として見えるよ

JM7台利用樹の調査本数に占める樹勢衰弱樹の割合  うになる。そのため,年輪の異常 と同様に秋以前に生

は 16%程度であつた (表 1)。 IM7台利用樹でも平成  育 している細胞 も異常があると考えられ,生育期,生
12年以降に植 えた若木,及び JM7以外の JMl,M9,  育期前の外的要因が形成層の細胞分裂に何 らかの影響

M26台利用樹では,台木 に発生 した接 ぎロコブを伴  を与えてるものと示唆 された。

う樹勢衰弱はほとんどみ られなかった。なお,JM7以   盛土により,発根が見 られ,樹勢の回復が期待 され

外の台木を利用したわい性樹で発生している接ぎロコ  る。
ブは穂品種に発生しているもので樹勢に与える影響は   しかし,原因については不明なため,樹勢回復対策

少ないと考えられた。また,本原因以外 (台木の接ぎ  も含め,試験を継続する必要がある。
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図 1 内部褐変程度 (指 数 )

1:正 常な年輪 2:年輪が褐変 31年輪に乱れ

4:内部 30～ 0% 5:内部 70～ 30% 6:内部 100～ 70%

7:外部 20～ 0% 8:外部 50～ 20% 9:外部 80～ 50%

10:外部 100～ 80%

無      小      大

接

`本

コプの発生曖蔵

図 2 接ぎロコブ発生程度 と褐変程度 との関係

褐変程度 :褐変を程度別に指数化 1～ 10の 10段階で

数値が高いほど褐変程度が強い。

コプ発生程度  大  小  無 小計  大  小  無 小計  大  小  無 小計

品種計  16 10 03 29  68 53 19 139 120195517832 100
ジ ョナ   52   33   07  92    144   85   26 255    255 255  144 654  100

きおう 46 15 00 62 154154
王 林  21 11 00 32  223 160
ふ  じ  00  00  00  00    00  04
イ)力 る`    00   00   00   00     00   1 5

さん さ  00 11 11 23  11 11

77 385    231  231   92 554  100

1 1 394   340 191  43 574 100
04   07     07  157 828 993  100

23   38     61  197 705 962  100

1 1   34     00  184 759 943  100

総調査本数 :799本

褐姐度
※ 外部 内部 微細 小計 外部 内部 微細 小計 外部 内部 微細 小計

品種計  22 04 04 31 42 71  42 156 63 281 469 813
ジ ョナ   57    10    19   86    76    95    86   257    95   381   181   657

きお う   50    25    00   75    50   225   150   425   200   225    75   500

王 林  40  00  00 40 160 220  00 380  80 420  80 580
英卜  じ   00    00    00   00    00    07    00    15    00   187   799   986

つがる   00    00    00  00    14    14    41    68    55   233   644   932

さスυさ   00    00    00  00    00    00    00    00    43   304  652  1000

褐変程度
※:褐変を程度別に指数化 1～ 10の 10段階で数値が高いほど褐変程度が強い。

外部 :10～ 7 内部 :6～ 4 微細 :3～ 2

表 3 品種別年輪異常発生年度別個体数 (岩 手農研 ) 2003

品種名  調 査

個体数

年輪変異年

1999  2000  2001 2002

ふ  じ

ジョナ

きお う

21X)1

2000

表 4 盛土による発根の状況 (岩手農研 )

試験区  発根率※1  発根程度滅2

22

6

10

０

　
０

　
０

12    7

2     4

3      7

コブ上部盛土区  875
コプ下部盛土区  143

163

017

発根率 :発根がみられた樹の本数/全調査樹 X100

発根程度 :発根無 0× 本数+発根量小 lX本数+発根量中 2

×本数+発根量大3× 本数/全調査本数

年輪形成年度と異常年輪の状況

品種 :き おう 1997定植 20052伐採

アンタ
｀

ライン:異常が認められた年輪
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